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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成20年12月4日(2008.12.4)

【公開番号】特開2007-157275(P2007-157275A)
【公開日】平成19年6月21日(2007.6.21)
【年通号数】公開・登録公報2007-023
【出願番号】特願2005-352987(P2005-352987)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045   (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/125    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/0045  　　　Ｂ
   Ｇ１１Ｂ   7/125   　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成20年10月21日(2008.10.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置であって、
　光ディスクを回転させる回転駆動手段と、
　前記光ディスクに情報を記録する光ピックアップと、
　前記光ピックアップの記録パワーを制御するレーザ制御部と、
　前記複数の記録速度毎に記録パワーを決定する処理を行い、前記複数の記録速度毎の記
録パワーを決定する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録速度がある場合に
は、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して記録パワーを決定する場合には、前
記情報に基づいて前記記録パワーを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴と
する光ディスク装置。
【請求項２】
　複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置であって、
　光ディスクを回転させる回転駆動手段と、
　前記光ディスクに情報を記録する光ピックアップと、
　前記光ピックアップの発光パターンを制御するレーザ駆動部と、
　前記複数の記録速度毎に発光パターンを決定する処理を行い、前記複数の記録速度毎の
発光パターンを決定する制御部と、を備え、
　前記制御部は、
　前記発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった記録速度がある場
合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して発光パターンを決定する場合には、
前記情報に基づいて前記発光パターンを決定する処理を行う記録速度を決定することを特
徴とする光ディスク装置。
【請求項３】



(2) JP 2007-157275 A5 2008.12.4

　前記制御部は、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して前記記録パワーを決定する処理を行
う際に、
　前記情報の中に、前記記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録
速度を示す情報がある場合、前記複数の記録速度のうち前記記録パワーを決定できなかっ
た記録速度に対して、前記記録パワーを決定する処理を行わないことを特徴とする請求項
１記載の光ディスク装置。
【請求項４】
　前記情報は、前記記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった回数の情
報を含み、
　前記制御部は、
　前記回数が所定回数以上である場合、前記複数の記録速度のうち前記記録パワーを決定
する処理で記録パワーを決定できなかった記録速度に対して、前記記録パワーを決定する
処理を行わないことを特徴とする請求項１記載の光ディスク装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して前記記録パワーを決定する処理を行
う際に、
　前記情報の中に、前記記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録
速度を示す情報がある場合、
　前記記録パワーを決定できなかった記録速度より遅い記録速度に対してのみ前記記録パ
ワーを決定する処理を行うことを特徴とする請求項１記載の光ディスク装置。
【請求項６】
　前記制御部は、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して前記発光パターンを決定する処理を
行う際に、
　前記情報の中に、前記発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった
記録速度を示す情報がある場合、前記複数の記録速度のうち前記発光パターンを決定でき
なかった記録速度に対して、前記発光パターンを決定する処理を行わないことを特徴とす
る請求項２記載の光ディスク装置。
【請求項７】
　前記情報は、前記発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった回数
の情報を含み、
　前記制御部は、
　前記回数が所定回数以上である場合、前記複数の記録速度のうち前記発光パターンを決
定する処理で発光パターンを決定できなかった記録速度に対して、前記発光パターンを決
定する処理を行わないことを特徴とする請求項２記載の光ディスク装置。
【請求項８】
　前記制御部は、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して前記発光パターンを決定する処理を
行う際に、
　前記情報の中に、前記発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった
記録速度を示す情報がある場合、
　前記発光パターンを決定できなかった記録速度より遅い記録速度に対してのみ前記発光
パターンを決定する処理を行うことを特徴とする請求項２記載の光ディスク装置。
【請求項９】
　複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置に対して前記複数の記録速度毎に記録パワ
ーを決定する処理を行い、前記複数の記録速度毎の記録パワーを決定する光ディスク装置
の制御方法であって、
　前記記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録速度がある場合に
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は、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して記録パワーを決定する場合には、前
記情報に基づいて前記記録パワーを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴と
する光ディスク装置の制御方法。
【請求項１０】
　複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置に対して前記複数の記録速度毎に発光パタ
ーンを決定する処理を行い、前記複数の記録速度毎の発光パターンを決定する光ディスク
装置の制御方法であって、
　前記発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった記録速度がある場
合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、
　前記情報が既に記録されている光ディスクに対して発光パターンを決定する場合には、
前記情報に基づいて前記発光パターンを決定する処理を行う記録速度を決定することを特
徴とする光ディスク装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、複数の記録速度で記録可能
な光ディスク装置であって、光ディスクを回転させる回転駆動手段と、光ディスクに情報
を記録する光ピックアップと、光ピックアップの記録パワーを制御するレーザ制御部と、
複数の記録速度毎に記録パワーを決定する処理を行い、複数の記録速度毎の記録パワーを
決定する制御部と、を備え、制御部は、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定で
きなかった記録速度がある場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情
報が既に記録されている光ディスクに対して記録パワーを決定する場合には、その情報に
基づいて記録パワーを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴とするものであ
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置であって、光ディスクを回転させる
回転駆動手段と、光ディスクに情報を記録する光ピックアップと、光ピックアップの発光
パターンを制御する制御するレーザ駆動部と、複数の記録速度毎に発光パターンを決定す
る処理を行い、複数の記録速度毎の発光パターンを決定する制御部と、を備え、制御部は
、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった記録速度がある場合に
は、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情報が既に記録されている光ディス
クに対して発光パターンを決定する場合には、その情報に基づいて発光パターンを決定す
る処理を行う記録速度を決定することを特徴とするものである。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明は上記構成により、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった
記録速度がある場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情報が既に記
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録されている光ディスクに対して記録パワーを決定する場合には、その情報に基づいて記
録パワーを決定する処理を行う記録速度を決定することによって、過去の記録パワーを決
定する処理の状況を参照しながら記録パワーを決定する処理を行うことができるので、記
録パワーを決定できなかった記録速度を示す情報が記録された後の記録パワーを決定する
処理における無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避すること
ができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　また、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった記録速度がある
場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情報が既に記録されている光
ディスクに対して発光パターンを決定する場合には、その情報に基づいて発光パターンを
決定する処理を行う記録速度を決定することによって、過去の発光パターンを決定する処
理の状況を参照しながら発光パターンを決定する処理を行うことができるので、発光パタ
ーンを決定できなかった記録速度を示す情報が記録された後の発光パターンを決定する処
理における無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することが
できる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　これらのことにより、光ディスクの反りや歪が大きい場合であっても、記録パワーを決
定する処理や発光パターンを決定する処理に要する時間の増大およびＯＰＣ領域の消費量
増大を回避することができる光ディスク装置の制御方法および光ディスク装置を実現する
ことができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　請求項１記載の発明は、複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置であって、光ディ
スクを回転させる回転駆動手段と、光ディスクに情報を記録する光ピックアップと、光ピ
ックアップの記録パワーを制御するレーザ制御部と、複数の記録速度毎に記録パワーを決
定する処理を行い、複数の記録速度毎の記録パワーを決定する制御部と、を備え、制御部
は、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録速度がある場合には
、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情報が既に記録されている光ディスク
に対して記録パワーを決定する場合には、その情報に基づいて記録パワーを決定する処理
を行う記録速度を決定することを特徴とするものである。これにより、過去の記録パワー
を決定する処理の状況を参照しながら記録パワーを決定する処理を行うので、記録パワー
を決定できなかった記録速度を示す情報が記録された後の記録パワーを決定する処理にお
ける無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる
。そのため、光ディスクの反りや歪が大きい場合であっても、記録パワーを決定する処理
に要する時間の増大およびＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる光ディスク装
置を実現することができる。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　請求項２記載の発明は、複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置であって、光ディ
スクを回転させる回転駆動手段と、光ディスクに情報を記録する光ピックアップと、光ピ
ックアップの発光パターンを制御する制御するレーザ駆動部と、複数の記録速度毎に発光
パターンを決定する処理を行い、複数の記録速度毎の発光パターンを決定する制御部と、
を備え、制御部は、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかった記録
速度がある場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情報が既に記録さ
れている光ディスクに対して発光パターンを決定する場合には、その情報に基づいて、発
光パターンを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴とするものである。これ
により、過去の発光パターンを決定する処理の状況を参照しながら発光パターンを決定す
る処理を行うので、発光パターンを決定できなかった記録速度を示す情報が記録された後
の発光パターンを決定する処理における無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の
消費量増大を回避することができる。そのため、光ディスクの反りや歪が大きい場合であ
っても、発光パターンを決定する処理に要する時間の増大およびＯＰＣ領域の消費量増大
を回避することができる光ディスク装置を実現することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１９】
　請求項３記載の発明は、制御部が、情報が既に記録されている光ディスクに対して記録
パワーを決定する処理を行う際に、その情報の中に、記録パワーを決定する処理で記録パ
ワーを決定できなかった記録速度を示す情報がある場合、複数の記録速度のうち記録パワ
ーを決定できなかった記録速度に対して、記録パワーを決定する処理を行わないことを特
徴とするものである。これにより、複数の記録速度のうち、記録パワーを決定する処理で
記録パワーを決定できなかった情報が記録された後の記録パワーを決定する処理における
無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　請求項４記載の発明は、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記
録速度を示す情報が、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった回数の
情報を含み、制御部は、記録パワーを決定できなかった回数が所定回数以上である場合、
複数の記録速度のうち記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できなかった記録速
度に対して、記録パワーを決定する処理を行わないことを特徴とするものである。これに
より、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定できな
かった回数を参照して記録パワーを決定する処理を行うことができるため、記録パワーを
決定する処理を行う記録速度の決定をより精度良く行うことができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　請求項５記載の発明は、制御部が、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定でき
なかった記録速度を示す情報が既に記録されている光ディスクに対して記録パワーを決定
する処理を行う際に、その情報の中に、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定で
きなかった記録速度を示す情報がある場合、記録パワーを決定できなかった記録速度より
遅い記録速度に対してのみ記録パワーを決定する処理を行うことを特徴とするものである
。これにより、複数の記録速度のうち、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定で
きなかった記録速度を示す情報が記録された後の記録パワーを決定する処理における無駄
を更に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　請求項６記載の発明は、制御部が、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定
できなかった記録速度を示す情報が既に記録されている光ディスクに対して発光パターン
を決定する処理を行う際に、その情報の中に、発光パターンを決定する処理で発光パター
ンを決定できなかった記録速度を示す情報がある場合、複数の記録速度のうち発光パター
ンを決定できなかった記録速度に対して、発光パターンを決定する処理を行わないことを
特徴とするものである。これにより、複数の記録速度のうち、発光パターンを決定する処
理で発光パターンを決定できなかった情報が記録された後の発光パターンを決定する処理
における無駄を容易に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することがで
きる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　請求項７記載の発明は、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかっ
た記録速度を示す情報が、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定できなかっ
た回数の情報を含み、制御部が、発光パターンを決定できなかった回数が所定回数以上で
ある場合、複数の記録速度のうち発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定でき
なかった記録速度に対して、発光パターンを決定する処理を行わないことを特徴とするも
のである。これにより、過去の発光パターンを決定する処理の状況を参照しながら発光パ
ターンを決定する処理を行うことができるので、最適化処理を行う記録速度の決定をより
精度良く行うことができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　請求項８記載の発明は、制御部が、発光パターンを決定する処理で発光パターンを決定
できなかった記録速度を示す情報が既に記録されている光ディスクに対して発光パターン
を決定する処理を行う際に、その情報の中に、発光パターンを決定する処理で発光パター
ンを決定できなかった記録速度を示す情報がある場合、発光パターンを決定できなかった
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記録速度より遅い記録速度に対してのみ発光パターンを決定する処理を行うことを特徴と
するものである。これにより、複数の記録速度のうち、発光パターンを決定する処理で発
光パターンを決定できなかった記録速度を示す情報が記録された後の発光パターンを決定
する処理における無駄を更に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避するこ
とができる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　　請求項９記載の発明は、複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置に対して複数の
記録速度毎に記録パワーを決定する処理を行い、複数の記録速度毎の記録パワーを決定す
る光ディスク装置の制御方法であって、記録パワーを決定する処理で記録パワーを決定で
きなかった記録速度がある場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記録し、情
報が既に記録されている光ディスクに対して記録パワーを決定する場合には、その情報に
基づいて記録パワーを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴とするものであ
る。これにより、過去の記録パワーを決定する処理の状況を参照しながら記録パワーを決
定する処理を行うことができるので、記録パワーを決定できなかった記録速度を示す情報
が記録された後の記録パワーを決定する処理における無駄を容易に省くことができ、また
ＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる。そのため、光ディスクの反りや歪が大
きい場合であっても、記録パワーを決定する処理に要する時間の増大およびＯＰＣ領域の
消費量増大を回避することができる光ディスク装置の制御方法を実現することができる。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　請求項１０記載の発明は、複数の記録速度で記録可能な光ディスク装置に対して複数の
記録速度毎に発光パターンを決定する処理を行い、複数の記録速度毎の発光パターンを決
定する光ディスク装置の制御方法であって、発光パターンを決定する処理で発光パターン
を決定できなかった記録速度がある場合には、その記録速度を示す情報を光ディスクに記
録し、情報が既に記録されている光ディスクに対して発光パターンを決定する場合には、
その情報に基づいて、発光パターンを決定する処理を行う記録速度を決定することを特徴
とするものである。これにより、過去の発光パターンを決定する処理の状況を参照しなが
ら発光パターンを決定する処理を行うことができるので、発光パターンを決定できなかっ
た記録速度を示す情報が記録された後の発光パターンを決定する処理における無駄を容易
に省くことができ、またＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる。そのため、光
ディスクの反りや歪が大きい場合であっても、発光パターンを決定する処理に要する時間
の増大およびＯＰＣ領域の消費量増大を回避することができる光ディスク装置の制御方法
を実現することができる。
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